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おわりに

　「円地蔵尊」のたどった歴史と、地蔵信仰の推移を重ね合わせてみると、この地蔵が長い歴史の中で

信仰の対象として親しまれ、また人々に身近な存在として捉えられていたことが分かった。近世では

信仰心が忘れ去られるようになってしまったが、地蔵という存在が人々の身近にあったことに変わり

はない。それ以前の古い記録が近世まで伝わっていたということがその証明と成り得るし、今日に至

るまで「円地蔵菩薩縁起」が受け継がれていることもまた、同様の意味をもつのではないだろうか。

【参考】

・国史大辞典編纂委員会編『国史大辞典』（吉川弘文館、1979 ～ 1997 年）

・黒田彰・湯谷祐三編『説話文学研究叢書』第 3 巻校註沙石集（クレス出版、2004 年）

・石田晴男『応仁・文明の乱』（吉川弘文館、2008 年）

・塙保己一編『群書類従　合戦部』訂正３版（続群書類従完成会、1979 年）

・国指定文化財等データベース

　https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index（2020 年２月 14 日最終閲覧）

・壬生寺ホームページ

　http://www.mibudera.com/（2020 年２月 14 日最終閲覧）

・国際日本文化研究センター「平安京都名所図会データベース」『都名所図会』2、再刻 34 頁

　https://www.nichibun.ac.jp/meisyozue/kyoto/page7t/km_01_125.html（2020 年２月 14 日最終

　閲覧）
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近世近代の山伏山町の天王講と法要会

　　　　　　　　　　　　　　　東  　昇

1. 天王講と祇園祭

　山伏山町において、近世から近代にかけて長期間続く講会として天王講と法要会がある。天王講は

祇園祭関係、法要会は近江屋與兵衛一族等元住人の法要を行う会である。

　まず天王講について、講中の文政 3 年（1820）～明治 8 年（1875）の運営記録である「天王講算用帳」

（引出 1-24）から詳しく実態が判明する。最初に「定」として 3 ヶ条が記される。

　　一天王講久敷致退転在之候処、今般致再興候事

一講日定日正月・五月・九月ニ定之、正月ニ者祇園社へ半御供致献上、三ヶ度共御千度相勤可申

候事

一入講之節枕掛金百疋取之事、其後講毎々掛銀弐匁宛行事へ受取可申事

　但不参ニ而も掛銀取之候事

　内容は、天王講は再興である、年に 3 回千度、正月は祇園社へ半御供を実施、新規加入者の規定で

ある。つぎに「行事順番」として、柊屋源兵衛他 24 名の名前が記される。文政 3 年正月 22 日から始

まり、まず収入は、「下地有銀」として現在高 1 貫 254 匁、銀 50 目（25 人× 2 匁）、初入や売得金、

貸付金の利息等計 1 貫 812 匁である。支出は、祇園社への半御供 6 匁、にしめ・酒・茶・小豆餅代、

1 貫 760 匁を貸付、残 20 匁となった。初回はこれまでの蓄積金を元手に貸付が主である。この天王

講の案内版木（引出 4-11）には「一来ル◆日天王講◆会目於当町会所相務申度候間、乍御苦労様正五

ツ時ゟ御入来可被下候、尤掛金壱枚分金弐歩宛御持参可被成下候、右御案内迄如斯御座候以上、◆月、

山伏山町」とある。◆部分は空白であり、月日、会数に数字を書き込めるようになっている。講会は

町会所で正 5 ツ時にはじまり、掛金は 1 枚あたり金 2 歩とある。掛金は文政 3 年段階では銀 2 匁であ

るので、おそらくこの版木は再興前に使用されていたと考えられる。　

　2 回目の同年 5 月は掛銭 50 目を主として収入 85 匁、にしめ・酒・茶・小豆餅代 21 匁、残 64 匁

である。続いて貸付金の返済・利息収入が 513 匁、これを元手に毛氈 4 枚新調、提灯張替、鯨細工腰

板直し、御太刀・差添直し、晒木綿、計 331 匁を山関係に使っている。翌年 5 月には同じく貸付金の

返済・利息収入 857 匁となり、唐櫃合羽かり賃、神号表具直し、御斧塗り直し、町中提灯の張替を行

っている。文政 5 年正月から掛銀 100 文に改定、24 人分で 21 匁なので半分以下になる。6 月には返

済・利息収入 2 貫 244 匁となり、前幕のへりの猩々緋御切代、御山の埒と大工手間料、御山の棒塗り

直し、前掛の裏木綿・縁縫・金物、材木代など 2 貫 406 匁と大規模に山を新調・修理した。そのため

不足 62 匁は町内箱より寄進となった。文政 6 年 5 月には木村・長谷川から 5 両寄付があり、猩々緋
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と仕立代、左右綴裏地を整え、再び不足となり町内箱より寄進とした。文政 8年から祇園祭関係の地

之口供料を天王講箱へ収めることになった。文政 9年 6月には、見送の房・裏・仕立・箱、傘張替代

等 740 目を支出する。この文政 3～ 9年の間に、天王講の貸付金の返済・利子を元手に、山伏山の道

具を新調・修理していることがわかる。これ以降、まとまった事項は記載されず、この時期で完了し

たといえる。いいかえれば、道具の整備のために天王講を復活した可能性もある。

　その後、文政 13年には行事・勘定の 2名体制となり、毎年祇園社への御供と酒食代が続く。天保

14年（1843）町の「新定建」（2-33、史料翻刻⑨）では、「正五九月御千度、早朝ゟ社参」、掛銭 100 文、

小豆餅 400 持参、茶代 200 文、重箱 2組 2貫文と支出金額が定められる。天保の改革の影響か、天

保 14年から正月のみ酒を出すと変更した。慶応 2年（1866）に「御千度入用控」と改称し、23軒

300 文の掛銭となる。この掛銭は慶応 3年 200 文、慶応 4年 5月には家持 24軒 300 文に借家 9軒

が加わり半分の 150 文を出している。この時は棒鱈、竹の子、きうり、みそ等品目が増えた。明治 2

年には酒肴米入用は行事が準備することになり、その後、費用を家持、借家の軒数で分割している。

明治 8年 3月には御千度用道具として、重箱・銘々盆・山中盆・チロリ・酒猪口などが列記され大切

に取り扱うようにとある。

　天王講は、明治 6年 11 月 11 日掛金から貸付金の利息等を引いて各人へ割り戻した（引出 5-33）。

明治 24年 8月 25 日「御山修繕有志記名録」（4-45-3）には、今回の山修繕には、御山修繕積立講の

満講金を使用する、山修繕積立金「規則」（4-45-4）には、当町限りの積立講を結び毎月１枚１円を集

めるとある。また「神事集帳」（4-6）では、明治 31年 3月町講は満期割戻され、31年度より神事費

は地価金を高割し、借家は家主・借主折半するよう取り決めている。このように山修理・祇園祭関連

費用は、江戸時代から続く講金から、明治 31年以降の地価基準に変化していく。

2. 近江屋與兵衛と法要会

　法要会は昭和 14年（1939）『明倫誌』「町の祀堂」によると、近江屋與兵衛一族他、町の元住人の

法要を営み、町内で出金して維持会を作り利殖で法要を維持、元金は返済し株券を運用、誠に麗しい

活動と紹介されている。法要は「年迴留」（T2-156-1）にまとめられ、3代目與兵衛が 22歳で死去し

た文化 14年（1817）から大正 3年までの記録である。最初に天明 3年に死去した初代の忰他一族 9

人の戒名が記される。文政 12年の 3代目與兵衛 13回忌では、與兵衛が若死にしたので相続人・供養

者がなかった。天保 9年には位牌と 200 目を地蔵堂へ預け、その利息を堂守へ渡した。明治 3年には

町則を改正し年忌は 5月 1日から 12日まで年 1回に変更したとある。この近江屋の一件は、文政 2

年 5月 10 日「乍恐済状」（2-2）によると、近江屋本家が分家與兵衛家相続に関して山伏山町と調整

していたが、山伏山町が本宅の家賃を預かり利息で年忌法要を行っており、今後は本家分家関係を解

消し家屋敷・金銀・道具、相続について町で自由にしてもよいとの結論になった。

　大正 4年（1915）「第弐号法要記」（4-16）には、「法要会」設立の由来が記され、近江屋は先祖代々

の法要を町へ依頼、施餓鬼を中堂寺へ依頼し町住人が参詣してきた。その後、熊谷氏も同様に依頼し

承諾したとある。昭和 7年には近江屋先祖 150 回忌が実施されている。このほか、寛政 11年（1799）

に出版された『永代過去帖』（3-78）は、記入可能な位牌と升目枠が印刷され、近江屋の関係者の位

牌と回忌が一目で判別できるようになっており、文化11年に山本氏が作成したとある。以上の文書は、

明治 7年「町用役向諸帳面控」（2-115）にも、31番「江州屋與兵衛殿」の年回留帳と過去帳として

記録されており、町の文書として位置づけられている。そして法要会は『明倫誌』が編纂された昭和

14年まで 120 年間継承された。
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夭折の漢学者　石津発三郎

　　　　　　　　　　　　　　　竹中　友里代

1. 山伏山町の古文書から

山伏山町文書には、山伏山町の年寄で、議事者である孫兵衛宛に出された常帯刀届の綴がある 1。

明治 2年 (1869)6 月に作成されたこの文書には、小田善右衛門・七條左京・石津発三郎と丹州亀山藩

家来 2名の止宿人が届けられている。七條左京は、運慶以来の伝統的作風を代々伝えた京仏師の名家

であるが、石津発三郎からの提出文書は次の通りである。

　　　　口上覚

一慶応四年戊辰年四月ゟ会計官貨幣局江在勤之節、常帯刀被　仰付候処、貨幣局御廃

　止後、当二月ゟ出納司附属ニ相成、東京元金座跡御用仕候ニ付而者是迄通、常帯刀

　被　仰付罷在候間、此段御届申上置候、以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石津発三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代時三郎 ( 印 )

　　山伏山町

　　　　　年寄

　　　　　議事者孫兵衛殿

明治新政府は幕府の旧金座を接収し、慶応 4年 (1868)4 月より引き継いだ会計官貨幣局に石津発三

郎は勤めており、その時には常帯刀を許されていた。貨幣局が廃止され 2月から出納司付属となって

も東京にて引き続き金座の御用を勤め、帯刀もこれまで通りであるという。この綴には、同町の小田

善右衛門の代理人小田七右衛門からも同様の貨幣局在勤と帯刀届があり、石津と小田は同じ貨幣局・

元金座職人であった。

2. 山伏山町での石津家

石津発三郎は、天保 14年 (1843)5 月 28 日山伏山町に生まれ、灌
かんえん

園、子節または子倹、初名は賢

勤と称し、幼少より学を好み梶
かじむら

村鳦
いつどう

堂 2 に句読を習った。父の石津賢教・八右衛門は、京都金座の役

家を勤めていたが、安政 4年 (1857) 頃に亡くなり、発三郎は同年 6月に父の名跡を 15歳で相続し、

間もなく江戸に召されて金座に従事した。生来の学問好きにより江戸では儒者の萩
はぎわら

原西
せいちゅう

疇や田口江村
3 に学ぶ。この口上書が提出された明治 2年は、発三郎は、維新後もそのまま東京にとどまり、山伏

山町へ一族の石津時三郎が代わって提出したものである。
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